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   Twenty-eight out of 90 patients with bladder tumor seen from 1979 to 1982 were examined by 
CT, pelvic angiography, cystography and bimanual digital palpation for staging diagnosis preopera-
tively. Twenty-two patients underwent otal cystectomy, and the other 6 patients underwent partial 
cystectomy. Preoperative staging (T) and postoperative histopathological staging (pT) were 
compared to define the diagnostic accuracy. The accuracy rate with CT was 20.0%, that with pelvic 
angiography, 29.4%, that with cystography 33.3%, and that with bimanual digital palpation 
47.1%. Digital palpation had a better diagnostic accuracy rather than other examinations. 



















医(卒 後10年)により,CTお よび動脈 造影は2名






病 理 組 織 学 的 深達 度(以 下pTと 略 す)とCTに
よる深 達 度 診 断 ‐Table2の 如 くpT1の4例 はT2
が2例,T3が2例 と診 断 され た,pT2の4例 は すべ





















Table2.CTに よる深 達 度 診 断.
TIT2T3T4Total





































が1例,Taが2例 と診 断 され た.pT4の2例 はす べ
てT4と 診 断 され た.正 診 率 は15例中3例,zo/と 低
値 を 示 し た.pT-T≧2を 過 小診 断,pT-T≦-2
を過 大 診 断 とす れ ば,CTに よる深 達 度 診 断 で は過 小
診 断 は1例 もな く4例 が過 大診 断 と判 断 され た.
pTと 動 脈 造 影 に よる深 達 度 診 断一Table3の ごと
くpT,の2例 はT11例,T41例 に診 断 され た.pT2
の6例 はT22例,T31UU,T43例 と診 断 され た.
pTsの3例 は,す べ てT3と 診 断 さ れ た.pTaの 正
例 はT2と 診 断 され た.以 上 の よ うに動 脈 造影 に よる
正 診 率 は12例中4例,33.3%で あ り,過 大 診 断4例
33.3%,過小診 断1例8.3%で あ った,














































































とは臨床上極めて重要 な ことであ り,種 々の方 法
が試みられてきた.現在,主 として行なわれ ている




























































慮せずに画一的な方法でCTを 施行した こと.膀 胱






























の と考 え られ た.
動 脈 造 影 に よる,正 診 率 は33.3%,過 大 診 断 率 は
33.3%,過小診 断率 は8.3%の成 績 であ った.池 田 らユ)
に よれ ば 正 診 率 はT1100%,T225%,T375%,Ta
50%,総 計60%であ り,pharmacoangiographyでは
T1100%,T2100%,T371%,T4100%とさ らに優
れ た 成 績 だ った と報 告 して い る.ま た 加藤 ら3)はTo
で は25%,T1で は63%,T255%,T311%,T489
0の診 断 的 中率 だ った と報 告 し,特 にT,で の診 断的
中率 が 高 い との べ て い る,こ れ に対 し,著 者 の成 績 が
不 良 であ った理 由 と して 次 の よ うな こ と が 考 え ら れ
た,① 動 脈 造影 技 術 の問 題 ・施 術 者 が そ の 都度 変 り施
行方 法 に 差 が 出 た こ と:造 影 剤 の濃 度,量 の違 い,撮
影 間 隔 の 違 い な ど 。連 続撮 影 装置 を用 い ず単 発 撮 影 を
行 な って い る例 もみ られ た,膀 胱 内容 が 生 食,空 気 で
満 た され た り,ま た 全 く満 た され なか った りと一 定 せ
ず,か つ そ の量 も一 定 しな い ため 膀 胱 壁 の 伸 展 に差 が
有 った.② 読影 者 に既 往 の 手術 の情 報が 与 え られ て な
か った.③ 管腔 臓 器 の動 脈 造影 に よる診 断 に 熟達 して
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